
 

小山町定例記者会見 

 
 

人の動き（令和元年５月 1 日現在） 
５月 

人 口 18474 人  （前月比＋２人） 

世帯数  7,515 世帯（前月比＋43 世帯） 
 

 

 

 

★会見事項 

１ 地域防災リーダーを目指せ ～北郷中で「防災教室」開催～ 

２ 第 15 回 JBCF 富士山ヒルクライムと第 16 回富士山国際ヒルクライムロー

ドレースの開催 

３ 国民健康保険特定健診★新たな取り組み 

４ 国民健康保険特定健診受診率の公表と表彰  

５ みんなで参加、みんなで元気に ～第 14 回おやま健康フェスタ～ 

６ 特定健診・がん検診受診率アップキャンペーン 

７ 「危険物安全週間」街頭広報を行います 

８ アジサイを愛でよう ～金太郎産湯の里・湯船あじさいの里まつり～ 

９ “障害者就労支援施設利用券”を交付します 

10 できる！「男の料理教室」参加者募集 

11 ふるさと金太郎博士事業 ～企業見学をさせてください～ 

12 小山町まち・ひと・しごと創生会議の開催 

13 小山町地域公共交通会議の開催 

  

  

 

  

 

 

 

令和元年 5 月 30 日（木） 

小山町 企画総務部  

シティプロモーション推進課 

◇次回の定例記者会見は 

6 月 26 日（水）15：30 から 役場本庁３階 ３０１会議室で行う予定です 



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

 

地域防災リーダーを目指せ ～北郷中で「防災教室」開催～ 

（小山町防災課） 

１ 概要 

町では、北郷中学校と連携し 1 年生 42 人に対して、「ふじのくにジュニア

防災士」の資格取得を目標に防災教室を開催し、小山町の将来を担う人材を

育成します。 

 

２ 内容 

「ふじのくにジュニア防災士」は、県内に居住する小・中・高校生で減災の意識 

を持ち、災害から自ら身を守ることができ、地域の防災活動に参加する次世代の地

域防災リーダーとなることが期待される人材を育成するものです。 

町では、平成 28 年度から北郷中学校と連携し、１年生を対象に「ふじのくにジ 

ュニア防災士」の資格取得を目標に、地震・風水害・火山災害などの基礎知識のほ

か、避難所運営ゲーム及び避難所体験などの防災教室を開催しています。 

防災教室受講後の１年生は、12 月に予定している地域防災訓練の参加レポートを

県に提出し、資格認定審査を受けます。 

 

１ 時 期  ６月 11 日（火） ８:30～正午 

２ 対 象  北郷中学校１年生 42 人 

２ 場 所  北郷中学校 体育館 

３ 内 容 

 ① 講 義  地震・風水害・火山災害や災害から身を守るための基礎知識など 

 ② 演 習  避難所運営ゲーム（ＨＵＧ） 

【ＨＵＧ：静岡県が開発した避難所運営を体験する図上訓練】 

 ③ 体 験  避難所体験：避難所などで使用する防災資機材の取り扱いや避難所開設、 

非常食の体験 

４ その他    防災教室の演習や体験の際は、小山町防災士連絡会役員が協力 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 防災課 

電話 0550-76-5715 

資料１   
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第 15 回 ＪＢＣＦ富士山ヒルクライムと 

第 16 回 富士山国際ヒルクライムロードレースの開催 

（小山町商工観光課） 

１ 概要 

世界遺産である富士山の登山道となる“ふじあざみライン”は、延長 11.4km

平均勾配 10%、最大勾配 22%と山頂を目指す車道で勾配がきつく、ツアー・オ

ブ・ジャパン富士山ステージのコースに設定されています。 

競技スタート地点となる道の駅「すばしり」横のふじあざみライン入口か

ら富士山須走口 5 合目まで、一気に駆け上がるヒルクライム・レース。 

第 15 回 JBFC 富士山ヒルクライムには実業団選手が、第 16 回富士山国際ヒ

ルクライムロードレースには一般サイクリストが参加するレースを同日に開

催します。 

 

２ 内容 

日 時  ６月 23 日（日） ８:30 スタート 

参加人数 最大 1,000 人 

競技内容 ふじあざみライン（須走口登山道）の激坂を舞台にした自転車ト

ライアルレース 

スケジュール 

   ７:00  交通規制開始 

    ８:25  競技説明 

   ８:30  本レーススタート 

  12:00 頃  表彰式、閉会式 

  13:00 頃  終了 

 

交通規制内容 ふじあざみライン ７:00～13:00 頃全面通行止め 

 

 

【問い合わせ先】 

 商工観光課 観光振興班 

電話 0550-76-6114 

資料 ２  
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国民健康保険特定健診★新たな取り組み 

（小山町住民福祉課） 

１ 概要 

  小山町国民健康保険に加入している 40 歳以上の人を対象に、特定健診を実

施します。より多くの人に自身の体の状態を知ってもらい、より早い段階で

病気の重症化を予防するために新たな取り組みを始めます。早い段階で特定

健診を受診し生活習慣を改善することにより、本人はもちろん、家族の負担

も少なくすみます。みなさんが健康になると、保険税の負担を抑えることが

できます。 

 

２ 内容 

 取り組み①  

国民健康保険の加入者のうち、40 歳、41 歳（H31.3.31 現在）の人は、 

特定健診を無料で受診できます 

    今年度から、特定健診の開始年齢である 40 歳の人と２回目となる 41 歳の人

については、特定健診の自己負担（500 円）を無料とします。対象者には特定健

診無料受診券を配布したので、健診受診の際は、特定健診無料受診券、受診票、

保険証を持参してください。 

 

 取り組み②  

糖尿病性腎症重症化予防事業に取り組みます 

    小山町は、糖尿病患者数が県平均よりも多いことから、今年度から糖尿病性

腎症重症化予防事業に取り組みます。より早い段階で重症化を予防するため、

特定健診の２次健診として尿中アルブミン検査を行い、生活習慣の改善、適切

な医療につなげます。検査は無料です。２次健診の対象者には、特定健診の結

果によりお知らせします。 

 

３ その他 

  特定健診の実施期間は、６月から８月までの３か月間です。この期間に受診でき

なかった人を対象に 11 月を追加実施期間としますが、11 月は風邪やインフルエンザ

などにより医療機関が混雑するため、早めの受診をお勧めします。 

 

  【問い合わせ先】住民福祉課 国保班 電話 0550-76-6100 

資料 ３  
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国民健康保険特定健診の区別受診率の公表と表彰 

（小山町住民福祉課） 

１ 概要 

  国民健康保険の特定健康診査の平成 30 年度の区別受診率を公表します。 

  受診率第１位は小山２区の 68.18％で、町の目標受診率の 60％を上回って

います。（その他は別添参照） 

  上位５区の小山２区、小山３区、南藤曲区、中島区、谷戸区を６月 15 日（土）

の第 14 回おやま健康フェスタで表彰します。  

 

２ 内容 

  国保の特定健診は、自身の健康状態を把握し、生活習慣病の早期発見につなが

ることから、健康な生活を続けるためにも被保険者の皆さんに受けていただきた

い健診です。 

  本年度も６月１日から町内医療機関で特定健診を開始します。区を挙げて、隣

近所で誘い合って受診をしてもらうために、町内 40 区のうち受診率の高い５区を

表彰します。 

  小山町の特定健診の平成 30 年度受診率（速報値）は 49．1％で、通知発送、電

話、戸別訪問等の受診勧奨により、平成 29 年度の受診率（速報値）49．3％と同

等の受診率となっています。 

  また、小山町の平成 29 年度の受診率（法定報告）は、50.4％で、県内第３位の

高受診率となっています。 

  平成 30 年度の受診率（速報値）順位は別紙のとおりです。 

 ※速報値：特定健診受診者数を、対象者数（基準日：４月１日）で除したもの。 

  法定報告：国の基準に基づき、対象者を１年間国保被保険者であった人などと

し、人間ドックや事業主健診などの受診結果を、町に提供した人などを受診者

数に含めて算出した値で、翌年度の 11 月に確定するもの。 

 

３ 受診率を上げるためのポイント 

  健診の対象者には、５月 17 日にオレンジ色の封筒で受診票を送付したので、上

位入賞を目指して、区民の皆さんでお誘い合って受診してください。 

（１）対象者  40 歳から 74 歳の国保加入者 

（２）実施場所 町内医療機関 

（３）実施期間 ６月１日（土）～８月 31 日（土） 

        （追加健診：11 月１日（金）～11 月 30 日（土）） 

（４）検査内容 問診、身体測定、診察、血圧測定、血液検査、尿検査、心電図 

（５）自己負担 500 円 

【問い合わせ先】 

     住民福祉課 国保班 

  電話 0550-76-6100 

資料 ４  



 

平成 30 年度国民健康保険特定健診の受診率（速報値）順位 

順位 

平成 30 年度 平成 29 年度 

区名 
受診率 

速報値 
備考 区名 

受診率 

速報値 

1 位 小山 ２区 68.18% 表彰 中日向 70.37% 

2 位 小山 ３区 67.50% 表彰 小山 ３区 67.57% 

3 位 南藤曲 61.17% 表彰 新 柴 64.71% 

4 位 中 島 60.22% 表彰 阿多野 63.64% 

5 位 谷 戸 58.51% 表彰 宿 63.30% 

6 位 中日向 58.33%  小山 １区 59.26% 

7 位 小山 ４区 58.02%  中 島 59.05% 

8 位 宿 57.94%  菅 沼 58.14% 

9 位 新 柴 57.89%  藤 曲 58.06% 

10 位 棚 頭 57.14%  原 向 57.69% 

11 位 藤 曲 56.12%  谷 戸 57.00% 

12 位 上古城 56.00%  坂 下 56.00% 

13 位 菅 沼 55.29%  落 合 55.26% 

14 位 落 合 54.55%  所 領 55.00% 

15 位 小山 １区 54.39%  南藤曲 54.90% 

16 位 坂 下 52.63%  音 渕 54.79% 

17 位 下古城 52.38%  大胡田 54.76% 

18 位 原 向 52.17%  棚 頭 54.17% 

19 位 大胡田 51.20%  小山 ４区 53.16% 

20 位 音 渕 49.35%  湯 船 51.16% 

21 位 上 野 49.15%  用 沢 51.09% 

22 位 一 色 48.99%  上古城 50.98% 

23 位 用 沢 48.73%  吉久保 50.35% 

24 位 湯 船 47.62%  小山 ２区 50.00% 

25 位 吉久保 46.62%  大 脇 50.00% 

※町内 40 区中、上位 25 位までを公表 

 上位５区を、６月 15 日（土）第 14 回おやま健康フェスタで表彰 
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みんなで参加、みんなで元気に ～第 14 回おやま健康フェスタ～ 

（小山町健康増進課） 

１ 概要 

  町民の健康の保持増進を図る健康づくりの啓発事業として、町民参加

型の健康イベント「おやま健康フェスタ」を開催します。 

 

２ 内容 

 「おやま健康フェスタ」は、関係団体が趣向を凝らしたブース運営を行

い、より主体的な健康啓発を行います。 

今年度も、金太郎のような元気で力強い健康なまちづくりの実現に向け、

多くの子どもや家族がそろって参加できる催し物を企画しています。 

 

(１) 日時 ６月 15 日(土) 10:00～14:00 

(２) 会場 小山町総合体育館 

(３) 主催 小山町・小山町健康づくり推進協議会 

(４) 内容 

・特定健診受診率上位地区表彰(受診率の高かった地区の発表・表彰) 

・よい歯の 5 歳児表彰 

・小学生ぞうきんがけグランプリ 

・赤ちゃんはいはいグランプリ  

・レッツトランポリン 

・サイクリングチームレッガーレによるロードバイク試乗体験会 

        ・富士小山病院による歩行姿勢測定・ちびっこナース 

    ・健康度測定（骨密度・ストレス度・肌年齢・血管年齢など） 

・体力運動能力測定 

・歯のひろば(お口の健康チェック) 

・食育ランド（地場野菜料理の試食） 

・北郷中学校生徒によるお茶ふるまい隊 

・木育ひろば 

・心と体の癒しコーナー(マッサージ・正しい姿勢のチェック) 

・高齢運転者免許更新時の認知機能テスト解説 

・オレンジカフェ（飲み物提供、認知症相談） 

・高齢者相談 

・薬の相談 

・健康啓発(がん検診・特定健診・結核予防など) 

・クアオルト健康ウォーキングの紹介 

・おやま健康マイレージ２ポイント 

 

【問い合わせ先】健康増進課 健康づくり班 佐藤 電話 0550-76-6668  

資料 ５  
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特定健診・がん検診受診率アップキャンペーン 

（小山町健康増進課） 

１ 概要 

国保の特定健康診査における町の受診率は、平成 30年度（速報値）の 49.1％

ですが、特定健診等実施計画第二期計画おいて 60％（国の目標値：60％）を

目標としています。一方、各種がん検診受診率は、ほとんどが県平均を上回

るものの国の受診率目標値 50％（胃がん・大腸がん・肺がんは当面 40％）に

は達していないため、さらなる受診率の向上と町民への健康増進・疾病予防

を図るべく、以下のとおり「受診率アップキャンペーン」を行います。 

 

２ 内容 

（１）重点的な取り組みとして実施する啓発活動 

①啓発ポロシャツによる歩く広告塔によるＰＲ 

・住民福祉部職員を中心に受診啓発のポロシャツを着用して啓発活動 

・健康づくり推進協議会委員等の団体にキャンペーン参加について協力依頼 

②あらゆる会議（団体総会など）で、各課の協力を得てＰＲ 

プロジェクトチーム員が、啓発ポロシャツを着用のうえ、会場出入口付近でキャ

ンペーン用チラシとポケットティッシュを配布 

・6/10 農業委員会 ・6/13 区長会など 

・その他各課・支所等の協力を得て会議・イベントなどで広く町民、各種団体へ

のＰＲの場を設けます 

③ケーブルテレビのテロップなどによる啓発 

 

（２）その他受診率向上のための啓発活動 

 ・未受診者への電話勧奨 

    ・役場施設等でのぼり旗、ポスター掲示、ポケットティッシュ配付による啓発 

    ・無線放送の活用 

   ・6/15 開催「おやま健康フェスタ」での啓発活動 

  ・特定健診受診票送付時にアンケートはがき（未受診理由の把握）の同封 

 

【問い合わせ先】 

健康増進課 健康づくり班 

電話 0550-76-6668 

資料 ６  



検診名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 H27県平均 国目標値

受診者数 1,691 1,618 1,636 1,564 （27年度）

受 診 率 47.5% 47.2% 49.3% 49.1% 36.4% 60.0%

H27
H28

5,386 受診者数 1,367 1,323 1,278 1,094

H29
H30

5,368 受 診 率 25.4% 24.6% 23.8% 20.4% 17.0% 40.0%

H27
H28

5,710 受診者数 2,061 1,929 1,861 1,777

H29
H30

5,590 受 診 率 36.1% 33.8% 33.3% 31.8% 36.5% 40.0%

H27
H28

5,068 受診者数 2,250 2,267 2,197 2,039

H29
H30

5,161 受 診 率 44.4% 44.7% 42.6% 39.5% 38.4% 40.0%

H27
H28

3,804 受診者数 1,317 1,309 1,246 1,193

H29
H30

3,579 受 診 率 34.6% 34.4% 34.8% 33.3% 57.3% 50.0%

H27
H28

3,576 受診者数 997 982 523 554

H29
H30

1,500 受 診 率 27.9% 27.5% 34.9% 36.9% 47.2% 50.0%

大腸がん検診

子宮がん検診

乳 が ん 検 診

肺 が ん 検 診

平成27.28.29.30年度　各種健診（検診）実績状況

特 定 健 診

胃 が ん 検 診

対象者数

H27:3,561
H28:3,425
H29:3,320
H30:3,184
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「危険物安全週間」街頭広報を行います 

（小山消防署） 

１ 概要 

危険物の保安に対する意識の高揚と啓発を推進することにより、各事業所

における自主保安体制の確立するため、危険物安全週間（６月２日～６月８

日）が全国一斉に実施されます。 

町では、小山消防署と御殿場市小山町防火安全協会の共催により、道の駅

「ふじおやま」で街頭広報を行います。 

 

２ 内容 

 街頭広報 

（１）日 時   ６月５日（水）10:30～  

 

（２）実施場所 道の駅「ふじおやま」 

 

（３）御殿場市小山町防火安全協会会員と消防職員が、店舗利用者や町民に対

し啓発品を配布し、危険物の安全な取り扱いについて広報する。 

 

（４）危険物安全週間中は、ポスター、懸垂幕、横断幕、のぼり旗を掲示 

   ※担当 消防本部予防課 防火指導スタッフ 大橋 健一 ☎0550-83-0119 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

小山消防署 管理スタッフ 

電話 0550-76-0119 

資料 ７  



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

 

アジサイを愛でよう ～金太郎産湯の里・湯船あじさいの里まつり～ 

（小山町商工観光課） 

１ 概要 

湯船公民館周辺の田んぼのあぜ道沿いに咲く、色とりどりのアジサイを楽

しみながら、キッズバイクレースやシャボン玉などのイベントを開催します。 

また、湯船地区の皆さんによる地場産品やカレーの販売、子どもたちに楽

しんでもらうために駄菓子屋を開店します。夜はホタル観賞やペットボトル

灯篭を行います。あわせて、ＪＲさわやかウォーキング「金太郎産湯の里と

あじさいロードを訪ねて」が開催されます。 

 

２ 内容 

湯船地区が整備した「あじさい」を活用し、小山町観光協会と湯船区が連携して

開催します。町外からの誘客にも力を入れており、ＪＲのさわやかウォーキングを

同時に開催し、緑豊かな里山の散策コースのＰＲも行います。 

 

開催日 ６月 22 日（土） 

 

場 所 湯船公民館周辺（あじさいロード） 

 

内 容 

★湯船地区民による地場産品の販売、カレー販売 

★あじさいの里キッズバイクレース（10：30～11：30） 

   対 象   ３才～６才 

   参加料  300 円 

申込み  ６月 14 日（金）まで 

 

 

 

【問い合わせ先】 

小山町観光協会 

電話 0550-76-5000 

資料 ８  



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

“障害者就労支援施設利用券”を交付します 

（小山町住民福祉課） 

１ 概要 

障がい者とその家族に外出の機会を提供し、障がい者の社会参加を推進す

ると共に、障害者就労支援施設の利用促進を図ることを目的として、小山町

障害者就労支援施設の利用券を交付します。 

 

２ 内容 

障害者就労支援施設（町民食堂ごちそうさん、カエ・ポム）で利用可能

な施設券を１人 500 円分配布。 

 

対 象：障害者手帳所持者（身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者手帳） 

   772 人 

 

利用期限：令和２年３月 31 日まで 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            【問い合わせ先】 

住民福祉課 福祉班 

電話 0550-76-6661 

資料 ９  



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

できる！「男の料理教室」参加者募集 

（小山町健康増進課） 

１ 概要 

男性の料理に対する意欲を高め、自分自身や家族の健康的な食生活につい

て考える機会とすることを目的として、男性同士で楽しめる料理教室を開催

します。開催に伴い、参加者を募集します。 

 

２ 内容 

  男の料理教室は、年３回開催、回ごとにテーマが異なります。いずれも初心者で

も手軽に作れる定番メニューとし、栄養バランスにも配慮しています。連続参加も

可能ですが、定員以上となった場合、初参加の人を優先します。 

 

日 時 第 1 回 7 月 6 日（土）10：00～12：30 

      「男のランチ和食編～和風ハンバーグ～」 

 

第２回 9 月 6 日（金）17：30～20：00 

         「男のディナー中華編～白身魚の中華あんかけ～」 

 

第３回 12 月 7 日（土）10：00～12：30 

        「男のランチ洋食編～ミートソースパスタ～」 

 

場 所  健康福祉会館 １階 調理実習室 

 

内 容  調理実習、試食 

 

対象者  40 歳以上の町内在住の男性 先着 20 人 

 

参加費  無 料 

 

申込み  6 月 28 日（金）/第 1 回まで  

     

【問い合わせ先】健康増進課 健康づくり班 電話 0550-76-6668 

資料 10  



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

ふるさと金太郎博士事業 ～企業見学をさせてください～ 

（小山町生涯学習課） 

１ 概要 

「ふるさと金太郎博士事業」のひとつである「企業・工場見学」は、子どもたち

に、企業・仕事・働く人の素晴らしさを知ってもらうことを目的としています。小

学３年生から中学３年生の見学を受け入れてくれる町内企業・事業所を募集します。 

 

２ 内容 

・見学等の目安の時間は１時間以上で、企業、事業所の説明、社内や店舗内の案内、

職場体験など。 

 ・受入れ人数、受入れ日は企業、事業所等で決定。 

 ・児童生徒の自主性を育てるため、直接企業、事業所等への申し込みを考えていま

すが、10 人以上の受付の場合は、生涯学習課での取りまとめ可。 

 ・現地までの送迎は保護者が行う（人数が多い場合は現地までバスの手配可）。 

 ・見学では児童生徒が「ふるさと金太郎博士手帳」を持参するので、押印してくだ

さい。 

 

○平成 30 年度に実施した企業見学等 

 株式会社ジーシー 富士小山工場/8 月 3 日（金） 

参加人数：7 人（小学生 3 人、中学生 2 人、保護者 2 人） 

ユニバーサル製缶株式会社 富士小山工場/8 月 3 日（金） 

参加人数：6 人（小学生 2 人、中学生 2 人、保護者 2 人） 

公益財団法人 冨士霊園/8 月 9 日（木） 

参加人数：2 人（中学生 1 人、保護者 1 人） 

丸善食品工業株式会社 富士小山工場/8 月 9 日（木） 

参加人数：6 人（小学生 4 人、保護者 2 人） 

四国化工機株式会社 富士小山食品工場/8 月 22 日（水） 

参加人数：24 人（小学生 11 人、中学生 2 人、保護者 9 人、幼児 2 人） 

シモンズ株式会社 富士小山工場/8 月 24 日（金） 

参加人数：7 人（中学生 5 人、保護者 2 人） 

日立ハイテクサイエンスの植樹祭参加 /10 月 13 日（土） 

参加人数：12 人（小学生 7 人、中学生 2 人、保護者 3 人） 

 

【問い合わせ先】 生涯学習課  電話 0550-76-5722 

資料 11  



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

小山町まち・ひと・しごと創生会議の開催 

（小山町町長戦略課） 

１ 概要 

平成２７年１０月に策定した「小山町まちひとしごと創生総合戦略」を着

実に推進するため、掲げた施策の平成３０年度中の実施状況を報告し、その

効果等を検証していただくため、小山町まち・ひと・しごと創生会議を開催

します。 

 

２ 内容 

１ 日 時  ６月 25 日（火） 13:30～ 

 

２ 場 所  小山町役場２階 大会議室 

 

３ 出席者  町民と産・官・学・金・労・言の皆さん 

※別紙構成員名簿のとおり 

 

４ 議 題 

・小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略の平成 30 年度進捗状況について 

・小山町まち・ひと・しごと創生総合戦略の見直しについてなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

町長戦略課 企画班 

電話 0550-76-6133 

資料 12  



名称 小山町まち・ひと・しごと創生会議

議長 町長　池 谷 晴 一

敬称略　順不同

No. 役　　　　　　　　　職 氏　　　　名

1 区長会　会長 山 岸 辰 雄

2 連合婦人会　会長 池 谷 靖 江

3 地域別計画推進協議会会長（成美） 横 山 政 行

4 地域別計画推進協議会会長（明倫） 岩 田 耕 一

5 地域別計画推進協議会会長（足柄） 湯 山 孝

6 地域別計画推進協議会会長（北郷） 山 口 國 雄

7 地域別計画推進協議会会長（須走） 米 山 一 実

8 PTA連合会　母親委員長 田 坂 織

9 子育て支援専門員 稲 香 代 子

10 社会福祉協議会　会長 滝 口 正

11 小山町企業懇話会　会長 村 松 昭 二

12 小山町商工会　会長 小 野 寛 幸

13 御殿場農業協同組合　営農経済部長 田 代 欣 三

14 小山町観光協会　会長 鷹 嶋 邦 彦

15 沼津公共職業安定所御殿場出張所長 鈴 木 和 久

16 小山町校長会　会長 小 松 孝 和

17 小山高等学校　校長 小 川 圭 一

18 スルガ銀行　小山支店長 最 上 久 裕

19 沼津信用金庫　小山支店長 渡 邉 靖 典

20 静岡銀行　御殿場エリア統括店長兼御殿場支店長 溝 口 克 己

21 日本政策金融公庫　沼津支店長 佐 藤 真

22 静岡中央銀行　御殿場支店長 小 野 真 良

23 北駿地区労働者福祉協議会　副会長 杉 本 和 亮

24 静岡新聞社・静岡放送　東部総局　事業部長 田 辺 貴 一

副町長 杉 本 昌 一

教育長 天 野 文 子

企画総務部長 湯 山 博 一

住民福祉部長 小 野 一 彦

経済建設部長 高 村 良 文

未来創造部長 遠 藤 正 樹

オリンピック・パラリンピック推進局長 池 谷 精 市

危機管理監 野 木 雄 次

教育次長 長 田 忠 典

町長戦略課　課長 小 野 正 彦

町長戦略課　課長補佐兼班長 藤 曲 喜 久

町長戦略課　副主任 山 口 朋 大

事 務 局

住 民 等

小山町

分 野

官 公 庁

労 働

メ デ ィ ア

産 業

教 育

金 融

別 表



小山町定例記者会見 

令和元年 5 月 30 日 

 

小山町地域公共交通会議の開催 

（小山町町長戦略課） 

１ 概要 

平成 28 年６月に策定した「小山町地域公共交通網形成計画」に基づき、小

山町の公共交通について、現状の確認や新しいコミュニティバスの在り方な

どについて議論するため、第１回小山町地域公共交通会議を開催します。 

 

２ 内容 

１ 日 時  ６月 27 日（木）13:40～ 

 

２ 場 所  小山町総合文化会館２階 集会室 

 

３ 出席者  別紙委員名簿のとおり 

 

４ 議 題（予定） 

・小山町地域公共交通網形成計画について 

・コミュニティバス運行方法の見直しについて 

・乗合バス路線の退出意向の申出への対応について など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

町長戦略課 企画班 

電話 0550-76-6133 

資料 13



委員の種別 所属・役職 氏名

1 小山町長が指名する者 小山町副町長 杉本　昌一

2 一般乗合旅客自動車運送事業者 富士急行株式会社　御殿場営業所長 渡辺　学

3 一般乗用旅客自動車運送事業者
商業組合静岡県タクシー協会
　御殿場裾野支部　代表

高村　嘉光

4
一般乗合旅客自動車運送事業者一般乗用旅客自
動車運送事業者及びその組織する団体

一般社団法人静岡県バス協会
　専務理事

平野　洋一

5 住民又は利用者の代表者 小山町区長会会長 山岸　辰雄

6 住民又は利用者の代表者 成美地区区長会長 横山　政行

7 住民又は利用者の代表者 明倫地区区長会長 岩田　耕一

8 住民又は利用者の代表者 足柄地区区長会長 湯山　孝

9 住民又は利用者の代表者 北郷地区区長会長 山口　國雄

10 住民又は利用者の代表者 須走地区区長会長 米山　一実

11 住民又は利用者の代表者 小山町社会福祉協議会会長 滝口　正

12 住民又は利用者の代表者 小山町シニアクラブ連合会会長 長田　健男

13 住民又は利用者の代表者 小山町身体障害者福祉会代表 樽本　光治

14 住民又は利用者の代表者 小山町連合婦人会会長 池谷　靖江

15 住民又は利用者の代表者 小山中学校　教頭 芹澤　博一

16 住民又は利用者の代表者 静岡県立小山高等学校　教頭 佐野　仁彦

17
国土交通省中部運輸局静岡運輸支局長が指
名する者

国土交通省中部運輸局静岡運輸支局
首席運輸企画専門官

久保田　素広

18
一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車
の運転者が組織する団体

富士急行㈱労働組合御殿場支部　代表 相原　豊

19 御殿場警察署長が指名する者 御殿場警察署交通課長 田浦　一博

20 静岡県知事が指名する者
静岡県交通基盤部都市局
地域交通課長

大倉　篤

21 道路管理者（国道）
国土交通省中部地方整備局
沼津河川国道事務所副所長

大竹　庸訓

22 道路管理者（県道） 静岡県沼津土木事務所御殿場支所長 田村　英樹

23 道路管理者（町道） 小山町経済建設部建設課長 山口　幸治

24 小山町職員のうち町長が指名する者 小山町技監（環境担当） 市川　加代子

25 小山町職員のうち町長が指名する者 小山町政策戦略監 小林　華弥子

26 小山町職員のうち町長が指名する者 小山町企画総務部長 湯山　博一

小山町地域公共交通会議アドバイザー
名城大学理工学部
　社会基盤デザイン工学科　教授

松本　幸正

小山町シルバー定期券購入費助成制度担当

小山町福祉有償運送運営協議会事務局

小山町都市計画担当

小山町三来拠点事業担当

小山町観光振興担当

小山町教育委員会通園・通学担当

小山町教育委員会生涯学習事業担当

　小山町未来創造部都市整備課　担当職員

　小山町未来創造部未来拠点課　担当職員

　小山町経済建設部商工観光課　担当職員

　小山町教育委員会こども育成課　担当職員

　小山町教育委員会生涯学習課　担当職員

　小山町住民福祉部介護長寿課　担当職員

　小山町住民福祉部住民福祉課　担当職員

小山町地域公共交通会議委員名簿 H31・R1.4.1～R3.3.31

会長

副会長
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